
本学会の編集委員会では，第一

線でご活躍されている大学や研究

所などの先生方をはじめ，私のような高専（高等専門学校）

教員も構成メンバーに加わらせて頂き，企画の立案から編

集に至るまで，毎号議論を交わし，学会誌を皆様にお届け

しています．高専は，１５歳から２２歳までの学生への工学教

育を担う為，各都道府県に国策的に設置され，２０１２年には

５０周年を迎えました．この間，高専全体として，時代に合

わせた教育のスタイルを常に模索し続けてきましたし，私

自身としても，学生の年代やその時代に応じた授業スタイ

ルを考えながら専門分野の講義を行っています．現在，高

専全体の取り組みの１つとして，「アクティブラーニング」

を掲げ，実践に向けたアクションを始めています．アク

ティブラーニングとは，教員による一方向的な講義形式の

教育とは異なり，学修者の能動的な学修への参加を取り入

れた教授・学習法の総称です．例えばタブレット型コン

ピュータを各学生が持ち，先生の投げかけた質問に対して

学生が一斉に答えを投じる，すると即座にメインコン

ピュータで処理された回答群から，正答はもとよりアイ

ディアに富んだ回答を教員が選択し，それらを皆で共有

し，考え方やその背後にある知識をうまく教員が織り交ぜ

て紹介し，授業を組み立てていく，そんな授業スタイルを

私は想像しています．タブレットが爆発的に普及している

昨今では，多くの場面でペーパーレス化が進んでいること

でしょう．本編集委員会でも，１人１タブレットとはいか

ないまでもペーパーレス化の会議を実践しています．省資

源という意味合いもあります．やがては，学会誌もペー

パーレス化していくのでしょうか？配信される学会記事論

文に対してちょっとしたコメントや質問を簡単に投稿で

き，それをメインサーバで集約，共有し，閲覧できるシス

テムがあれば，著者及び読者がそこからなにか新しい道筋

や問題解決のヒントを見出すきっかけとなるかもしれませ

ん．このような双方向通信を上手く教育研究に利用してい

くことは，教育研究に携わる者の使命であり，役割と思っ

ているところです．そんな未来を想像しながら，今日も学

会誌編集委員会に出席し，ホットで有益な研究成果を発信

できるよう企画などについての議論を交わしているところ

です． （梶村好宏）
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